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研究成果の概要（和文）：ICT（情報技術）を様々な場面で活用する知識創造社会といわれる昨

今は，企業で働くための ICT に関する知識や技術を大学ですでに学んでおくニーズが拡がって

きている．とりわけ，情報産業の分野はスキルの標準化が進んでおり，採用企業はスキルや技

術力の有無を基準として人材を評価し採用している．しかしながら，能力を発揮しないまま，

数か月で退職，転職を繰り返す人材も多い．早期退職の原因として，人材評価をスキルや技術

力に偏って判断しがちであることが指摘されているが，具体的な評価方法は存在しない．その

ため，知識創造社会でのプロジェクト「メンバー」や「構成員」の貢献度の評価方法を開発す

ることが急務である．特に知識創造社会では，構成員が情報・メディア機器を組織貢献のため

にどう活用するかという視点が求められている．また，評価方法には正確性とともに，評価す

る側が簡単に利用できることが求められている． 

 本研究は，このような問題を解決するために，「野球の攻撃」と「知識創造プロセス」のアナ

ロジーに着目し，野球選手評価数理理論セイバーメトリクスの着想を，組織における知識変換

モデル SECI モデルへ適用し，構成員の貢献度を定量的に評価することができる新しい評価指

標・方法を明らかにする．そこで，2011 年度は組織構成員の活動を表現するための基礎研究と

して，ソーシャルキャピタル(紐帯，人脈)，消費者価値観分析モデル(4Cs)をパラメータとして

持つマルチエージェントモデルを構築し，知識創造過程を性能評価した． 

 
研究成果の概要（英文）：The performance and productivity of knowledge workers is one of 
the key areas of management thinking that will emerge during the 21st Century. In this 
project, the author has been presented a new concept to quantify knowledge worker’s 
performance. The concept is developed by focusing on similarities between “baseball 
game” and “knowledge creation model”. The author proposed the relationship between 
the new indexes and baseball statistics (Sabermetric) factors. And apply 
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１．研究開始当初の背景 
 ICT（情報技術）を様々な場面で活用する
知識創造社会といわれる昨今は，企業で働く
ための ICTに関する知識や技術を大学ですで
に学んでおくニーズが拡がってきている．と
りわけ，情報産業の分野はスキルの標準化が
進んでおり，採用企業はスキルや技術力の有
無を基準として人材を評価し採用している．
しかしながら，能力を発揮しないまま，数か
月で退職，転職を繰り返す人材も多い．早期
退職の原因として，人材評価をスキルや技術
力に偏って判断しがちであることが指摘さ
れているが，具体的な評価方法は存在しない．
そのため，知識創造社会でのプロジェクト
「メンバー」や「構成員」の貢献度の評価方
法を開発することが急務である．特に知識創
造社会では，構成員が情報・メディア機器を
組織貢献のためにどう活用するかという視
点が求められている．また，評価方法には正
確性とともに，評価する側が簡単に利用でき
ることが求められている． 
 
 
２．研究の目的 
 これまで, 組織設計は組織の管理者が自
身の経験と勘に基づいて決定してきた. 管
理者は柔軟な対応と迅速に決定することが
求められるが, 実際は難しく, 対応できて
いないのが現状である. そのような問題を
解決するために, 科学的に組織設計をおこ
なう手法が必要である．組織設計のためには
どのようにして“メンバー”の能力を評価す
るかが重要である． 
 本研究は，このような問題を解決するため
に，「野球の攻撃」と「知識創造プロセス」
のアナロジーに着目し，野球選手評価数理理
論セイバーメトリクスの着想を，組織におけ
る知識変換モデル SECI モデルへ適用し，構
成員の貢献度を定量的に評価することがで
きる新しい評価指標・方法を明らかにする．  
 
 
３．研究の方法 
 本研究では，エージェント同士の相互関係
性や, 個々のエージェントの自己学習過程
の表現の容易さを考慮し，マルチエージェン
トシステムを利用している．また，組織知を
表現するため SECIモデルを利用している.つ
まり，エージェント同士の相互作用による学
習を組織的知識創造アクションとした． 
 SECI モデルでは，暗黙知と形式知が個人や
組織の間で絶え間なく相互に作用し合うこ
とでこれらの知識が増幅する，と考えられて
いる．具体的には 4 種類のプロセス：共同化 
(Socialization，共体験などによって,組織
の全員が同じ暗黙知を共有する)，表出化 

(Externalization，得られた暗黙知を共有で
きるよう形式知に変換し，規定値以上が有す
る知識が一定種類以上となる)，連結化 
(Combination，形式知同士を組み合わせて新
たな形式知を創造し,規定人以上が有する知
識 が 一 定 種 類 以 上 と な る ) ， 内 面 化 
(Internalization，形式知を基に，個人が実
践をおこない暗黙知を体得し, 規定人以上
が有する知識が一定種類以上となる)を順に
経由し，スパイラル状に何周もすることで，
暗黙知，形式知の相互作用が活発になり，個
人，組織の知識がより深いものとなる．本研
究の目的である,“効率的な知識創造”とは，
この SECI モデルの知識変換サイクルを高速
化することに相当する. 
 
 
４．研究成果 
 2009 年度は組織構成員の活動を表現するた
めの基礎研究として，マルチエージェントモ
デルとして，待ち行列システムならびにマニ
ュアル作成過程(知識変換過程)を表現し，そ
の性能評価を実施した．2010 年度は，組織構
成員の活動を表現するための基礎研究とし
て，ソーシャルキャピタルをパラメータとし
て持つマルチエージェントモデルを構築し，
知識創造過程を性能評価した．最終年度は，
組織構成員の活動を表現するための基礎研
究として，ソーシャルキャピタル(紐帯，人
脈)，消費者価値観分析モデル(4Cs,  Cross 
Cultural Consumer Characterization)をパ
ラメータとして持つマルチエージェントモ
デルを構築し，知識創造過程を性能評価した． 
 なお，4Cs はヤング&ルビカム社が発表した
グローバル消費者価値観調査によるもので，
消費者を国籍や社会属性に関係なく価値観
により分類している.具体的には 7 つのセグ
メント:あきらめ派 (Resigned Poor,時代の
変化に対応できずに社会への積極的な参加
を諦めている),苦闘派 (Struggle Poor,社会
に対するフラストレーションや疎外感，苦難
か ら の 逃 避 を 志 向 す る ), 主 流 派 
(Mainstreamer，社会の中でマジョリティに
属することで安定を志向する),上昇志向派 
(Aspirer,物質主義で外観を重視し社会にお
け る ス テ ー タ ス を 志 向 す る ), 成 功 者 
(Succeeder，強い自信を持ち目標意識が高く
社会におけるコントロールを志向する),探
検派 (Explorer，フロンティア精神が強く社
会において自身の個性を尊重する)，改革派 
(Reformer，社会的良心が強く社会を改革す
ることによる自己達成を志向する),に分類
される消費者分析モデルである.エージェン
トも消費者であるので，知識創造の場でも同
様の性格として利用出来るものとし，本研究
でもこれを利用した. 



 シミュレーションでは，本研究の提案手法
で組織を設計し,更に各国別に 4Cs の人数の
割合を変化させ,日本と諸外国の組織的知識
創造のスピードを比較した．その結果，創造
時間は中国,アメリカ,日本の順であった．現
在の経済状況を反映した結果となった．  
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